
年間額
（円）

月数
（ヶ月）

日立 1,266,720 4.20

日立金属 1,200,000 4.14

日立化成工業 1,170,000 4.37

日立電線 1,148,800 3.8+α

日立建機 1,350,200 4.60

日立工機 1,393,800 4.60

日立国際電気 1,200,697 4.10

日立超エル・エス・アイ・システムズ 1,282,240 4.16

日立アプラインス 1,243,756 4.05

日立プラントテクノロジー 1,350,000 4.50

日立エンジニアリングアンドサービス 1,268,948 4.17

リコープリンティングシステムズ 1,416,450 4.75

日立アイシーエス 1,246,140 4.30

日立協和エンジニアリング 1,164,210 4.12

日立エレクトリックシステムズ 1,195,042 4.05

日立オムロンターミナルソリューションズ 1,333,860 4.3+α

日立情報通信エンジニアリング 1,314,000 4.50

日立アイイー 1,066,436 4.00

日本ＡＥパワーシステムズ 1,253,910 4.20

ルネサステクノロジ 1,104,886 3.75

日立関連労組　09春闘一時金回答

組合名称
一時金

日
立
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業
が
不
況
時
の
赤
字
を
理

由
に
、
派
遣
社
員
な
ど
の
雇
い
止
め
や
、
賃
金
カ
ッ
ト
の

施
策
を
押
し
付
け
て
き
て
い
ま
す
。

労
働
者
犠
牲
の
施
策
を
「
会
社
を
守
る
た
め
に
は
や
む

を
得
な
い
」
と
認
め
て
い
て
は
、
働
く
人
の
生
活
は
守
れ

ま
せ
ん
。

同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
労
働
者
が
、
雇
い
止
め
に
よ
っ

て
、
路
上
生
活
に
ま
で
落
ち
込
む
現
実
が
あ
る
こ
と
を
直

視
す
べ
き
で
す
。

年
越
し
派
遣
村
で
示
さ
れ
た
労
働
組
合
・
政
党
・
市
民

運
動
等
に
よ
る
幅
広
い
社
会
的
連
帯
は
、
生
活
の
困
難
に

直
面
し
て
い
る
人
の
救
済
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
、
企
業
の
カ
ベ
を
超
え
て
、
立
場
の
違
い
を
超

え
て
、
生
活
を
守
る
た
め
の
社
会
的
連
帯
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

３
月
30
日
早
朝
８
時
、
東
京
丸
の
内
に

あ
る
日
立
本
社
前
に
、
日
立
と
電
機
の
仲

間
が
集
合
し
、
出
勤
す
る
労
働
者
に
挨
拶

を
し
な
が
ら
、
「
日
立
は
賃
金
カ
ッ
ト
の

休
日
を
直
ち
に
や
め
よ
」
の
日
立
懇
ビ
ラ

を
配
布
し
ま
し
た
。

日
立
製
作
所
は
「
09
年
度
緊
急
業
績
改

善
対
策
」
と
し
て
、
４
月
か
ら
「
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
休
日
」
の
名
で
月
１
日
の
無
給
の

休
日
（
（
コ
ン
シ
）
（
Ａ
Ｓ
）
は
１
・
５

日
）
を
設
け
、
そ
の
分
賃
金
カ
ッ
ト
す
る

こ
と
を
押
し
付
け
ま
し
た
。

日
立
懇
は
日
立
に
対
し
て
、
こ
の
理
不

尽
な
施
策
を
撤
回
す
る
よ
う
、
電
機
懇
や

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
全
労
連
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
日
立
本
社
前
で
宣
伝

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

40
名
の
参
加
者
が
ビ
ラ
配
布
す
る
な
か
、

宣
伝
カ
ー
か
ら
、
全
労
連
、
東
京
地
評
、

電
機
懇
、
東
芝
、
沖
電
気
、
電
機
ユ
ニ
オ

ン
、
日
立
懇
の
８
名
が
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
を

行
い
ま
し
た
。

「
７
千
億
円
の
赤
字
は
経
営
の
失
敗
で

あ
り
、
働
く
者
に
痛
み
を
押
付
け
る
こ
と

は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」

「
『
無
給
の
賃
金
カ
ッ
ト
』
は
、
派
遣

や
非
正
規
に
と
っ
て
生
活
を
直
撃
す
る
。

た
め
込
ん
だ
内
部
留
保
を
活
用
す
れ
ば
、

賃
金
カ
ッ
ト
は
必
要
な
い
」

「
派
遣
社
員
を
雇
い
止
め
し
な
が
ら
の

『
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
休
日
』
は
、
お
か
し
い
。

派
遣
社
員
の
雇
用
を
守
る
の
は
、
日
立
の

社
会
的
責
任
で
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
回
の
宣
伝
用
に
用
意
し
た
日
立
懇
ビ
ラ

は
、
９
０
０
枚
の
配
布
と
な
り
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

＜発行＞
２００９年５月
第１６８号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) 止めよう派遣切り、ゆるすな賃金カット

社会的連帯で生活を守ろう
日
立
本
社
前
で
宣
伝

企

業
の

カ

ベ

を

乗
り
越
え
よ
う



日立は３月１６日、オートモティブシス

テムグループ（ＡＳ）とコンシューマ事業

グループ（コンシ）の分社を柱とした事業

構造改革を発表し、新設分割で７月１日に

日立から分社する予定です。

同日の異動発表で社長を降りる古川氏は、

記者会見で「これまで、産業機器事業や通

信機器事業をはじめ、さまざまな事業を分

社化してきており、分社化によるメリット

を発揮している」と発言しましたが、今回

分社化となる両グループとも現在は赤字の

状況です。

特に、赤字続きで昨年２月から大幅な人

員削減と事業の縮小を連続してきた（コン

シ）では、経営陣の「２００９年下期の黒

字をより確実にする」ためとの説明に、職

場では「７５０名の会社で赤字が続いた場

合を考えると、不安がつのるばかりだ」な

ど、経営陣に対する不信の声が目立ちます。

不採算部門の切り捨てにならないように、

労働者の意思を無視して移籍される会社分

割は、事業の黒字定着の実績を前提とする

必要があるのではないでしょうか。

引
越
し
で
怒
り
増
幅

情
報
製
造
部
門
が
豊
川
に
移
っ
た
後
の
、
工

場
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
設
計
や
間
接
部
門
が
引
越

し
た
。
社
内
で
は
、
社
長
へ
の
提
言
掲
示
板
に

も
あ
る
よ
う
に
、
引
越
し
は
名
古
屋
本
社
を
先

に
工
場
に
移
す
の
が
先
だ
よ
、
引
越
し
先
は
以

前
い
た
場
所
に
移
る
部
署
も
有
り
計
画
性
が
な

い
、
ま
た
直
ぐ
引
越
し
す
る
よ
、
と
の
声
。
仕

事
量
が
減
っ
て
い
る
の
に
、
構
内
の
引
越
し
に

引
越
し
業
者
を
利
用
す
る
余
裕
の
資
金
が
あ
る

な
ら
、
緊
急
業
績
改
善
対
策
の
賃
上
げ
先
延
ば

し
や
、
休
日
増
で
賃
金
カ
ッ
ト
は
止
め
よ
、
と

怒
り
の
声
。

日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

ル
ネ
サ
ス
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
統
合
の
報
道

職
場
に
「
不
安
の
声
」
広
が
る

４
月
16
日
に
各
マ
ス
コ
ミ
は
、
「
半
導
体
国

内
２
位
の
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
と
、
同
３
位

の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
経
営
統
合
す

る
方
向
で
最
終
交
渉
に
入
っ
た
。
新
会
社
の
売

上
高
は
１
兆
２
０
０
０
億
円
を
超
え
、
東
芝
を

抜
い
て
日
本
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
な
り
、

世
界
で
も
第
３
位
に
浮
上
す
る
。
世
界
同
時
不

況
で
半
導
体
各
社
の
業
績
が
悪
化
す
る
中
、
両

社
は
統
合
に
よ
り
生
き
残
り
を
図
る
。
日
本
の

半
導
体
ト
ッ
プ
が
入
れ
替
わ
る
経
営
統
合
に
よ

り
、
業
界
再
編
は
新
た
な
局
面
に
入
る
。
」
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
「
日
経
」
は
一
面
ト
ッ
プ
で
報
道
し
、

朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
た
事
も

あ
り
、
朝
か
ら
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
が
存
続
会
社
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ル
ネ
サ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
？
」

「
日
立
・
三
菱
電
機
が
新
会
社
に
お
け
る
主
導

権
に
執
着
し
な
い
姿
勢
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が

身
売
り
に
近
い
の
か
？
」

「
ル
ネ
サ
ス
は
統
合
後
６
年
で
や
っ
と
新
会
社

の
運
営
が
軌
道
に
の
っ
た
の
か
、
と
思
っ
て
い

た
の
に
こ
れ
か
ら
ま
た
大
変
に
な
る
」

「
本
日
４
月
16
日
（
木
）
付
の
当
社
統
合
に
関

す
る
一
部
報
道
に
つ
い
て
は
、
当
社
が
発
表
し

た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
報
道
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
決
定
し
た
事
実
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
が
、
責

任
あ
る
対
応
を
す
べ
き
」
と
の
声
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
？

日
立
本
社
前
で
宣
伝
し
た
「
日
立
式
偽
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
日
立
懇
ビ
ラ
が
、
配
布
さ

れ
た
工
場
で
話
題
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

ビ
ラ
を
読
ん
だ
正
社
員
か
ら
「
残
業
が
月
、

１
０
０
Ｈ
～
１
５
０
Ｈ
も
し
て
い
る
の
に
、
実

際
に
支
払
わ
れ
た
残
業
代
は
12
Ｈ
分
だ
け
。

「
09
時
短
取
組
日
」
に
出
勤
し
て
も
、
ま
た
サ
ー

ビ
ス
残
業
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
と
言
え
る
の
か
。
あ
の
ビ
ラ
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
会
社
の
ひ
ど
い
や
り
方
を
告

発
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
憤
懣
や
る
せ
な
い

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

HI
ワ
ー
ク
者
に
は
、
HI
ワ
ー
ク
手
当
は
賃
金

カ
ッ
ト
し
な
い
と
言
い
つ
つ
、
こ
ん
な
に
ひ
ど

い
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
強
い
る
今
回
の
「
業
績
改

善
時
短
」
は
、
だ
ま
し
討
ち
に
あ
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。

日
立
・
小
田
原

や
っ
て
ら
れ
ね
え
!!

勤
務
手
当
１
／
４
ダ
ウ
ン

作
業
量
の
激
減
に
よ
る
経
費
削
減
だ
と
し
て

交
代
勤
務
の
２
時
間
シ
フ
ト
で
２
交
代
勤
務
の

夜
勤
が
午
後
５
時
15

分
か
ら
翌
朝
の
午
前
２
時

ま
で
に
変
更
さ
れ
た
。

残
業
も
な
く
そ
ん
な
時
間
に
帰
っ
て
も
家
族

に
迷
惑
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
交
代
勤
務
手

当
が
二
交
替
二
部
か
ら
三
交
替
二
部
に
一
方
的

に
変
更
さ
れ
、
約
26
％
も
カ
ッ
ト
。

「
夜
勤
レ
ス
」
の
推
進
で
、
会
社
は
電
力
消

費
が
何
百
万
円
／
月
の
削
減
だ
と
大
喜
び
の
よ

う
だ
が
、
や
っ
て
る
方
は
と
ん
で
も
な
い
中
途

半
端
な
勤
務
だ
と
し
て
大
ブ
ー
イ
ン
グ
で
す
。

日
立
工
機

業
績
好
調
で

他
事
業
所
か
ら
の
人
員
受
け
入
れ

（
大
み
か
）
の
08
年
度
受
注
が
工
場
創
立

（
１
９
７
０
年
）
以
来
最
高
と
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
こ
数
年
、
他
事
業
所
か
ら
の
製
品

移
管
に
よ
る
事
業
拡
大
も
含
め
て
業
績
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
職
場
は
繁
忙
と
人
員
不
足

が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
も
あ
っ
て

か
、
最
近
、
他
事
業
所
か
ら
の
転
入
者
が
続
い

て
い
ま
す
。
全
社
的
な
「
事
業
再
編
に
よ
る
人

員
の
適
正
化
」
の
な
か
で
、
（
大
み
か
）
は
、

そ
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

４
月
１
日
付
で
（
コ
ン
シ
）
か
ら
15
名
、

（
Ｍ
Ｄ
事
）
か
ら
29
名
の
組
合
員
が
転
入
さ
れ

ま
し
た
。
「
（
大
み
か
）
の
仕
事
は
キ
ツ
イ
」

と
い
う
の
が
外
部
か
ら
の
一
致
し
た
見
方
で
す
。

転
入
者
の
食
住
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
メ
ン
タ

ル
面
が
一
番
心
配
で
す
。

日
立
・
大
み
か

● 働く環境

私の父は、会社で営業をしているのですが、
２０～３０代の若者と一緒に仕事をしているそ

うで、「今時の若者は、何にも知らないんだなぁ」、
「何も教えてもらってないんだなぁ」と言いながらも、
若者に仕事を教えている事を嬉しそうに、よく家族に
話します。
私が今まで、仕事をしてきた環境では、ほとんどが
２０～３０代の同年代ばかりで、父親と同じ位の人と、
接する機会がほとんどありませんでした。
私もそこにいれば、きっとたくさん叱られると思い
ますが、反対に、今まで叱られて来なかっ
た自分に、不安になります。だから、そう
言った環境で仕事ができるその若者達が、
私にとっては羨ましく思います。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

赤
字
で
の
会
社
分
割
は
、

絶
対
や
め
て
ほ
し
い


